


平成23年３月11日の東日本大震災は、私たちの

記憶から、決して消し去ることのできない、未曽有

の大災害となりました。

あの日の地震は「東北地方太平洋沖地震」と呼ば

れましたが、東北地方を中心とする広い範囲に被害

をもたらしたことから「東日本大震災」といわれる

ようになりました。大津波は、一瞬にして私たちの

生活を破壊し、尊い命をも奪っていきました。

幸いにして普代村は、普代水門と太田名部防潮堤

が功を奏し、住宅に被害がなかったものの、地震直

後海に向かった１人が行方不明となり、国道を走行

中の村民７人が、野田村で津波によって尊い命を奪

われました。「あのとき、こうしていれば…」と思

うのが人の常ですが、残念でなりません。

愛する家族を、愛する人を失う以上の災害は存在

しないのです。

岩手、宮城の被災地にも足を運び、その惨状を目

の当たりにし、広報にできることを考えました。

そんな中、大船渡ユネスコ協会発行の子ども向け

震災記録集に出合いました。題は「津波は……」。

「これだ」と思いました。今回の企画は、この記録

集を参考に、自然災害について、私たちは何をどう

備えればいいのか、どのように行動すればいいのか

など、村民の皆さんの協力を得て広報にできること

を模索しました。

思い出したくないという人もいると思います。考

えたくない人もいるかもしれません。今はそう思っ

ても、いつか開いて読んでほしい。なぜなら、津波

は、災害は再び起こるからです。そのとき１人の犠

牲者も出したくない。そのための備えを、今からし

てほしい。そう願っているからです。

１人の犠牲者も出したくない













皆さんにお願いしたいこと
平成23年11月25日、政府の地震調査委員会

は、今後30年間で三陸沖から房総沖の海溝寄り

にかけたプレート間で、死者２万人以上を出し

た明治三陸大津波（明治29年６月15日）と同

規模の津波を引き起こす地震の発生確率を30％

程度と発表しました。

しかもその大きさはマグニチュード８以上

で、東日本大震災にも匹敵する津波の高さが考

えられるそうです。明治三陸大津波では震度２

～３程度の地震だったにもかかわらず、40㍍近

い津波を記録しました。

それから37年後、昭和三陸大津波（昭和８年

３月３日）がやってきて3,000人余りの命が奪

われるという悲劇が起こり、さらに78年後に来

た東日本大震災。２万人余りの尊い命を奪いま

した。そしてさらに今年３月18日、内閣府は

「南海トラフ」巨大地震の被害想定を東日本大

震災の約13倍、最大で死者32万3,000人と発表

しました。

歴史的にみると、今後再び大きな地震や津波

が来ることは、間違いないように思えます。つ

まりこのあいだ、東日本大震災が起きたとはい

え、地震・津波がもたらす危機はまだ残ってい

るということです。この「迫り来る危機」をど

うやって回避するかは、私たちの心がけ次第だ

ともいえます。

最大の敵は自分の中の「油断」です。津波は

いつかまた来ます。どうか「地震があったら高

いところへ逃げる」を教訓として、子々孫々に

語り継いでほしいと思います。それは三陸沿岸、

この普代村で津波と生きるものの掟のように思

えてなりません。
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普代ポイントカ一ド会からのお知らせ！！普代ポイントカ一ド会からのお知らせ！！

大切な思い出を
DVDに永久保存！
大切な思い出を
DVDに永久保存！

4月のこんなこと、あんなこと

お急ぎの方は、１日車検できます!!お急ぎの方は、１日車検できます!!

「うるおい,モイストで」コンタクトレンズ販売

お得クーポン
発行中 ! !

入学記念撮影入学記念撮影




